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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス基板を準備する段階と、
　前記ガラス基板の一面に有機電界発光素子を含む有機電界発光部を複数個形成する段階
と、
　前記各有機電界発光部にそれぞれ密封部を形成して密封する段階と、
　前記複数個の有機電界発光部が設けられた前記ガラス基板のエッジに沿ってシーリング
材を塗布する段階と、
　前記密封部と密封ガラスとの間を接合しないように前記シーリング材によって前記密封
ガラスと前記ガラス基板を接合して、前記ガラス基板の前記有機電界発光部が形成された
面を前記シーリング材と前記密封ガラスのみにより密封する段階と、
　前記ガラス基板を所定厚さにエッチングする段階と、
　前記ガラス基板及び前記密封ガラスを前記各有機電界発光部に対応するように切断して
前記各有機電界発光部を分離する段階と、を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置
の製造方法。
【請求項２】
　前記各有機電界発光部にそれぞれ密封部を形成して密封する段階は、
　前記各有機電界発光部を密封するように少なくとも一つのバリヤー層を蒸着する段階、
及び少なくとも一つのポリマー層を形成する段階を含むことを特徴とする請求項１に記載
の有機電界発光表示装置の製造方法。
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【請求項３】
　前記バリヤー層は、シリコン、メタルオキサイド、メタルナイトライド、メタルカーバ
イド、メタルオキシナイトライド及びこれらの化合物のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置の製造方法。
【請求項４】
　前記ポリマー層は、有機ポリマー、無機ポリマー、有機金属ポリマー及び有機／無機複
合ポリマーのうち少なくとも一つであることを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光
表示装置の製造方法。
【請求項５】
　前記エッチング段階は、前記ガラス基板を０．０５ないし０．５ｍｍ厚さにエッチング
することであることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超薄型ガラス基板を有する有機電界発光表示装置の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常的に、有機電界発光表示装置、ＴＦＴ－ＬＣＤのような平板型表示装置は、駆動特
性上、超薄型化及びフレキシブル化が可能で、これに関する多くの研究が行われている。
【０００３】
　前記平板型表示装置が薄型化及び軟性を有させるためにはフレキシブルな基板を使用す
るが、このようなフレキシブルな基板としては、一般的に合成樹脂材よりなる基板が使わ
れる。しかし、平板型表示装置は、その特性によって有機膜、駆動のための薄膜トランジ
スタ層、電極層、または配向膜など非常にややこしい工程条件を経るので、合成樹脂材の
基板を利用する場合に工程条件によって基板が変形されるか、または基板上に形成される
薄膜層が変形される問題点がある。
【０００４】
　このような点を勘案して防湿処理されたフィルムよりなる基板を利用した有機電界発光
表示装置の製造方法が特許文献１に開示されている。
【０００５】
　開示された有機電界発光表示装置は、少なくとも一側が可撓性を有し、また少なくとも
一側が投光性を有する対向する二つの絶縁性基板の内面に各々電極層が形成され、これら
の間に発光層を有する有機膜が設置された構造を有する。このような有機電界発光表示装
置を製造するためには、一側の基板に電極と有機層とを積層する工程と、他側の基板上に
電極層と前記有機層と同種の有機層とが上面に位置するように積層する工程と、前記有機
層が接合されるように基板を密着させ、基板を相互封着する工程を含む。
【０００６】
　一方、特許文献２には他例の有機電界発光表示装置の製造方法が開示されている。
【０００７】
　開示された有機電界発光表示装置は、防湿フィルムの一側に投光性正極層、有機薄膜を
積層し、他の防湿フィルムには負極層、有機薄膜を積層した後、これを接合した後にシー
リングした構造である。ここで、前記有機薄膜は接合面との密着性を高めるために有機材
を樹脂バインダーに分散させた樹脂分散膜を利用して樹脂バインダーが軟化した温度下で
圧着しつつ前記２つの防湿フィルムを接合する。
【０００８】
　前記開示された有機電界発光表示装置は、有機薄膜が分離されて製造されるので、両基
板の接合時に有機薄膜の整列が難しく、所定のパターンに形成された全ての有機薄膜の密
着力を向上させることはできない。
【０００９】
　特許文献３には薄いフィルム半導体製造のための方法が開示されている。開示された方
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法は、表面層を有する基板にサイズが異なる多孔層が形成され、この多孔層の上面に形成
されたエピ半導体フィルムを基板から前記多孔層を利用して機械的に分離する構成を開示
している。
【００１０】
　特許文献４、５、６、７、８には薄いフィルムの半導体製造のための方法と、ベースボ
ディーから素子形成層を分離するための方法とが開示されている。
【００１１】
　一方、特許文献９及び１０には各々、ポリマー層のセラミック層を介在したフィルムを
シーリング構造として採択している有機電界発光表示装置及びその製造方法が開示されて
おり、特許文献１１には少なくとも一層のポリマー層及び少なくとも一層の無機物層をシ
ーリング構造として採択している有機電界発光表示装置が開示されている。そして、特許
文献１２にも少なくとも一つのバリヤー層及び少なくとも一つのポリマー層をシーリング
構造で備えた有機電界発光表示装置が開示されており、特許文献１３には少なくとも一つ
のバリヤー層及び少なくとも一つのポリマー層をシーリング構造で備えた微細電子装置が
開示されている。
【００１２】
　また、特許文献１４には緩衝層間にバリヤー層が介在されたシーリング構造を備えた有
機電界発光表示装置が開示されている。特許文献１５には少なくとも一つのバリヤー層及
び少なくとも一つのポリマー層をシーリング構造で備えたディスプレイ装置が開示されて
いる。
【００１３】
　しかし、前述したようなディスプレイ装置では、薄型化のためにフィルム状のシーリン
グ構造を採択しているが、有機層が形成される基板の厚さは相変らず従来のように維持し
ている限界を有する。
【００１４】
　これは、有機電界発光表示装置の場合、基板上に薄膜トランジスタ層の形成や、有機膜
蒸着などの複雑な工程を経なければならないため、基板が所定の強度を維持できなければ
ならず、高温で耐えられなければならない。したがって、前記のような従来の有機電界発
光表示装置の場合にも基板としてガラス材を主に使用し、この時、従来の有機電界発光表
示装置の製造方法をもってはガラス材の厚さが０．５ｍｍ以下の有機電界発光表示装置を
製造できない限界があった。
【特許文献１】特開２０００－１２３９７１号公報
【特許文献２】特開平９－７７６３号公報
【特許文献３】米国特許第６，４２６，２７４号明細書
【特許文献４】米国特許第６，３２６，２８０号明細書
【特許文献５】米国特許第６，１０７，２１３号明細書
【特許文献６】米国特許第５，８１１，３４８号明細書
【特許文献７】米国特許第６，１９４，２４５号明細書
【特許文献８】米国特許第６，１９４，２３９号明細書
【特許文献９】米国特許第６，２６８，６９５号明細書
【特許文献１０】米国特許第６，４９７，５９８号明細書
【特許文献１１】米国特許第６，４１３，６４５号明細書
【特許文献１２】米国特許第６，５２２，０６７号明細書
【特許文献１３】米国特許第６，５４８，９１２号明細書
【特許文献１４】米国特許第６，５７０，３２５号明細書
【特許文献１５】米国特許第６，５７３，６５２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明は前記問題点を解決するためのものであって、超薄型の有機電界発光表示装置の
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製造方法を提供するのにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明は、前述した目的を達成するために、ガラス基板を準備する段階と、前記ガラス
基板の一面に有機電界発光素子を含む有機電界発光部を複数個形成する段階と、前記各有
機電界発光部にそれぞれ密封部を形成して密封する段階と、前記複数個の有機電界発光部
が設けられた前記ガラス基板のエッジに沿ってシーリング材を塗布する段階と、前記密封
部と密封ガラスとの間を接合しないように前記シーリング材によって前記密封ガラスと前
記ガラス基板を接合して、前記ガラス基板の前記有機電界発光部が形成された面を前記シ
ーリング材と前記密封ガラスのみにより密封する段階と、前記ガラス基板を所定厚さにエ
ッチングする段階と、前記ガラス基板及び前記密封ガラスを前記各有機電界発光部に対応
するように切断して前記各有機電界発光部を分離する段階と、を含むことを特徴とする有
機電界発光表示装置の製造方法を提供する。
【００２８】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記ガラス基板の前記有機電界発光部が形成された
面を密封する段階は、前記ガラス基板の複数個の有機電界発光部のエッジに接合されるよ
うに密封フィルムを接合する段階を含む。
【００２９】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記ガラス基板の前記有機電界発光部が形成された
面を密封する段階は、前記ガラス基板の複数個の有機電界発光部が樹脂材で密封する段階
を含む。
【００３０】
　この時、前記ガラス基板をエッチングする段階以後には、前記樹脂材を除去する段階が
さらに備わりうる。
【００３１】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記各有機電界発光部を密封する段階は、前記各有
機電界発光部を密封するように少なくとも一つのバリヤー層を蒸着する段階及び少なくと
も一つのポリマー層を形成する段階を含む。
【００３２】
　前記バリヤー層は、シリコン、メタルオキサイド、メタルナイトライド、メタルカーバ
イド、メタルオキシナイトライド及びこれらの化合物のうち少なくとも一つで備わり、前
記ポリマー層は有機ポリマー、無機ポリマー、有機金属ポリマー及び有機／無機複合ポリ
マーのうち少なくとも一つである。
【００３３】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記エッチング段階は、前記ガラス基板を０．０５
ないし０．５ｍｍ厚さにエッチングするものである。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、次のような効果を得られる。
【００３５】
　第一に、超薄型の有機電界発光表示装置をガラス基板を利用して形成できる。
【００３６】
　第二に、工程上、超薄型の基板に損傷を加えずに有機電界発光表示装置を製造できる。
【００３７】
　第三に、超薄型有機電界発光表示装置の強度を補完できる。
【００３８】
　第四に、両面発光型有機電界発光表示装置の厚さを非常に薄くできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　以下、添付図面を参照して本発明の望ましい実施例を詳細に説明すれば、次の通りであ
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る。
【００４０】
　図１は、本発明の望ましい一実施例による超薄型有機電界発光表示装置を概略的に示す
図面である。
【００４１】
　図１を参照すれば、本発明の望ましい一実施例による超薄型有機電界発光表示装置は、
透明なガラス基板１上にＯＬＥＤを含む有機電界発光部２が形成され、この有機電界発光
部２を密封するように密封部３が形成される。
【００４２】
　本発明の望ましい一実施例において、前記密封部３は、少なくとも一つのバリヤー層及
び少なくとも一つのポリマー層で備わりうるが、図２に示されたように、バリヤー層３１
とさらに他のバリヤー層３３間にポリマー層３２が介在される形態に備わりうる。
【００４３】
　前記密封部３を形成するバリヤー層３１，３３は、透明な遮断物質が使用されうるが、
必ずしもこれに限定されない。このバリヤー層としては、メタルオキサイド、メタルナイ
トライド、メタルカーバイド、メタルオキシナイトライド及びこれらの化合物が使用され
うる。メタルオキサイドとしては、シリカ、アルミナ、チタニア、インジウムオキサイド
、チンオキサイド、インジウムチンオキサイド及びこれらの化合物が使用されうる。メタ
ルナイトライドとしては、アルミニウムナイトライド、シリコンナイトライド及びこれら
の化合物が使用されうる。メタルカーバイドとしては、シリコンカーバイドが使用され、
メタルオキシナイトライドとしては、シリコンオキシナイトライドが使用されうる。バリ
ヤー層としては、この他にもシリコンなど水分及び酸素の侵入を遮断できるいかなる無機
物も使用可能である。
【００４４】
　一方、このようなバリヤー層は、蒸着によって成膜されうるが、このようにバリヤー層
を真空蒸着する場合には、バリヤー層に備わっている孔隙がそのままに成長する限界があ
る。したがって、このような孔隙が同じ位置で成長し続けることを防止するために、バリ
ヤー層以外に別途にポリマー層をさらに備えるようにする。このポリマー層は、有機ポリ
マー、無機ポリマー、有機金属ポリマー及び有機／無機複合ポリマーが使用されうる。
【００４５】
　前記のような密封部３の構造は、この他にも多様に適用可能である。本発明において、
前記密封部３は、超薄型を具現するために薄膜に形成することが望ましく、前述したバリ
ヤー層及びポリマー層の構造以外にも薄膜の密封部を形成できるものであれば、いかなる
ものでも適用可能である。
【００４６】
　一方、前記有機電界発光部２は、ＯＬＥＤを含むものであって、所定の画像を具現する
領域となる。
【００４７】
　この有機電界発光部２に備わるＯＬＥＤは、多様な形態のものが適用されうるが、すな
わち、単純マトリクスタイプの受動駆動型（Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ：ＰＭ）ＯＬ
ＥＤでも、薄膜トランジスタ層を備えた能動駆動型（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ：ＡＭ
）ＯＬＥＤでも何れも適用されうる。
【００４８】
　まず、図３は、ＰＭ　ＯＬＥＤの一例を示すものであって、ガラス基板１上に第１電極
層２１がストライプパターンに形成され、この第１電極層２１の上部に有機層２３及び第
２電極層２４が順次に形成される。前記第１電極層２１の各ライン間には絶縁層２２がさ
らに介在され、前記第２電極層２４は、前記第１電極層２１のパターンと直交するパター
ンに形成されうる。
【００４９】
　前記有機層２３は、低分子または高分子有機層が使用されうるが、低分子有機層を使用
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する場合、ホール注入層（ＨＩＬ：Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）、ホー
ル輸送層（ＨＴＬ：Ｈｏｌｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ）、有機発光層（ＥＭＬ
：Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）、電子輸送層（ＥＴＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ）、電子注入層（ＥＩＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏ
ｎ　Ｌａｙｅｒ）などが単一あるいは複合の構造に積層されて形成され、使用可能な有機
材料も銅フタロシアニン（ＣｕＰｃ）、Ｎ，Ｎ－ジ（ナフタレン－１－イル）－Ｎ，Ｎ’
－ジフェニル－ベンジジン（ＮＰＢ）、トリス－８－ヒドロキシキノリンアルミニウム（
Ａｌｑ３）をはじめとして多様に適用可能である。これら低分子有機層は、真空蒸着の方
法で形成される。
【００５０】
　高分子有機層の場合には、ほとんどＨＴＬ及び発光層ＥＭＬで備わった構造を有し、こ
の時、前記ホＨＴＬとしてＰＥＤＯＴを使用し、ＥＭＬとしてＰＰＶ（Ｐｏｌｙ－Ｐｈｅ
ｎｙｌｅｎｅ　Ｖｉｎｙｌｅｎｅ）系及びポリフルオレン系など高分子有機物質を使用し
、これをスクリーン印刷やインクジェット印刷方法で形成できる。
【００５１】
　前記第１電極層２１は、アノード電極の機能をし、前記第２電極層２４は、カソード電
極の機能をする。もちろん、これら第１電極層２１と第２電極層２４の極性は反対になっ
ても関係ない。
【００５２】
　背面発光型である場合、前記第１電極層２１は、透明電極のＩＴＯで備わりうる。前面
発光型である場合、前記第２電極層２４が透明電極で備わりうる。この時、前記第２電極
層２４は、Ｍｇ－Ａｇなどの金属によって薄い半透過性薄膜を形成した後、その上に透明
なＩＴＯを蒸着して形成できる。
【００５３】
　図４に、ＡＭ　ＯＬＥＤの一例を示す図面である。図１で、有機電界発光部２の各画素
は、図４に示されたようなＴＦＴ構造及び自発光素子であるＯＬＥＤを有する。
【００５４】
　前記ＴＦＴは、必ずしも図４に示された構造にだけ可能であるのではなく、その数と構
造とは多様に変形可能である。このようなＡＭ　ＯＬＥＤをさらに詳細に説明すれば、次
の通りである。
【００５５】
　図４に示されたように、ガラス基板１上にＳｉＯ２でバッファ層１１が形成されており
、このバッファ層１１の上部に前述したＴＦＴが備わる。
【００５６】
　前記ＴＦＴは、バッファ層１１上に形成された活性層１２と、この活性層１２の上部に
形成されたゲート絶縁膜１３と、ゲート絶縁膜１３の上部のゲート電極１４を有する。
【００５７】
　前記活性層１２は、非結晶質シリコン薄膜または多結晶質シリコン薄膜で形成されうる
。この半導体活性層は、Ｎ型またはＰ型不純物が高濃度でドーピングされたソース及びド
レイン領域を有する。
【００５８】
　前記活性層１２の上部にはＳｉＯ２によってゲート絶縁膜１３が備わり、ゲート絶縁膜
１３の上部の所定領域にはＭｏＷ、Ａｌ／Ｃｕなどの導電膜でゲート電極１４が形成され
る。前記ゲート電極１４は、ＴＦＴオン／オフ信号を印加するゲートラインと連結されて
いる。そして、前記ゲート電極１４が形成される領域は、活性層１２のチャンネル領域に
対応する。
【００５９】
　前記ゲート電極１２の上部には層間絶縁膜１５が形成され、コンタクトホールを通じて
ソース電極１６及びドレイン電極１７が各々活性層１２のソース領域及びドレイン領域に
接するように形成される。
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【００６０】
　ソース及びドレイン電極１６，１７の上部にはＳｉＯ２よりなるパシべーション膜１８
が形成され、このパシべーション膜１８の上部にはアクリル、ポリイミドによる平坦化膜
１９が形成されている。
【００６１】
　図面に示されていないが、前記ＴＦＴには、少なくとも一つのキャパシタが連結される
。
【００６２】
　一方、前記ドレイン電極１７にＯＬＥＤが連結されるが、前記ＯＬＥＤのアノード電極
となる第１電極層２１に連結される。前記第１電極層２１は、パシべーション膜１８の上
部に形成されており、その上部には絶縁性平坦化膜１９が形成されており、この平坦化膜
１９に所定の開口部を形成した後、ＯＬＥＤを形成する。
【００６３】
　前記ＯＬＥＤは、電流の流れによって、赤色、緑色、青色の光を発光して所定の画像情
報を表示するものであって、ＴＦＴのドレイン電極１７に連結され、これからプラス（＋
）電源を供給される第１電極層２１と、全体画素を覆うように備わってマイナス（－）電
源を供給する第２電極層２４、及びこれら第１電極層２１と第２電極層２４間に配置され
て発光する有機層２３で構成される。
【００６４】
　前記第１電極層２１は、ＩＴＯなどの透明電極に形成され、第２電極層２４は、ガラス
基板１側に発光する背面発光型である場合にＡｌ／Ｃａなどで全面蒸着して形成し、密封
部３側に発光する前面発光型である場合にはＭｇ－Ａｇなどの金属によって薄い半透過性
薄膜を形成した後、その上に透明なＩＴＯを蒸着して形成できる。
【００６５】
　前記第２電極層２４は、必ずしも全面に蒸着される必要はなく、多様なパターンに形成
されうる。前述したように、前記第１電極層２１及び第２電極層２４は、互いに位置が反
対に積層されることもある。
【００６６】
　このような構造を有する本発明の有機電界発光表示装置は、図１に示されたように、背
面基板となるガラス基板１が０．０５ないし０．５ｍｍの厚さｔに形成されて超薄型有機
電界発光表示装置を形成する。
【００６７】
　このようにガラス基板１を超薄型の０．０５ないし０．５ｍｍ厚さｔに形成するにつれ
て、有機電界発光表示装置の複雑な製造工程でも前記基板１が変形または破損されること
を防止すると同時に超薄型を具現できるようになる。
【００６８】
　前記のような有機電界発光表示装置のガラス基板１は、エッチングによってその厚さｔ
を０．０５ないし０．５ｍｍに形成する。以下では、本発明の望ましい一実施例による有
機電界発光表示装置の製造方法を説明する。
【００６９】
　まず、図５Ａに示されたように、透明な素材のガラス１０を準備する。このガラス１０
は、その厚さＴが相対的に厚く形成されて十分な構造的強度を有して有機電界発光表示部
の画像形成時にパターンの歪曲を防止でき、工程中に破損や欠陥が発生しない程度の厚さ
に形成されうる。本発明の望ましい一実施例によれば、前記ガラス１０の厚さＴは、０．
７ｍｍ以上となりうる。
【００７０】
　次いで、図５Ｂに示されたように、このガラス１０に複数個の有機電界発光部２を形成
する。この有機電界発光部２は、前述した図１ないし図４で説明したものと同じでありう
る。
【００７１】
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　この有機電界発光部２は、図５Ｃに示されたように、密封部３によって密封される。前
記密封部３は、前述したように薄膜形態の密封部で備わりうる。
【００７２】
　前記のように密封部３を形成した後には、図５Ｄに示されたように、前記複数個の有機
電界発光部２を覆うように密封ガラス５０で密封する。この時、前記密封ガラス５０は、
前記複数個の有機電界発光部２が形成された前記ガラス１０のエッジにシーリング材５１
を塗布した後、このシーリング材５１に密封ガラス５０を接合させる方式で密封する。し
たがって、前記ガラス１０と密封ガラス５０とは、そのエッジ領域でだけシーリング材５
１によって接合または密封されている。
【００７３】
　このようにガラス１０を密封した後には、図５Ｅに示されたように、これを所定のエッ
チング液５３が含まれている水槽５２に沈積する。この時、前記エッチング液としてはフ
ッ酸または塩酸などが利用されうる。
【００７４】
　ここで、前記エッチングによって前記ガラス１０は、その厚さｔが０．０５ｍｍないし
０．５ｍｍになる。
【００７５】
　前記のようにガラス１０のエッチングが完了すれば、図５Ｆに示されたように、単一の
有機電界発光部２に対応するように密封ガラス５０とガラス１０を同時に切断する。この
時、密封ガラス５０は、各有機電界発光部２を密封した密封部３とは接合されていないた
め、各有機電界発光表示装置は、密封ガラスとの分離工程なしも簡単に得られる。この時
、各有機電界発光表示装置は、その厚さｔが０．０５ｍｍないし０．５ｍｍのガラス基板
１を備える。
【００７６】
　前記のように、有機電界発光部２が形成されているガラス１０の密封は、必ずしも前述
したようにガラスでだけできるのではなく、多様に変形可能である。
【００７７】
　すなわち、図６に示されたように、密封ガラスの代わりに密封フィルム５４を使用でき
る。このように密封フィルム５４を使用した場合にも、その効果は前述した密封ガラスと
同じである。この時、前記密封フィルム５４は、エッチング液５３に溶解されないもので
形成することが望ましく、エッチング液５３が透湿されないものが望ましい。
【００７８】
　前記ガラス１０は、図７に示されたように、樹脂材５５で密封することもある。但し、
この場合にはエッチングをした後に前記樹脂材５５を除去する工程を別途に経なければな
らない。
【００７９】
　図８は、本発明の望ましい他の一実施例による有機電界発光表示装置を示す図面であっ
て、その基本的な構成は、前述した図１ないし図４による実施例と同一でありうる。
【００８０】
　但し、本実施例の場合には密封部３の方向に発光する前面発光型に適用されうるもので
あって、この時には密封部３が外部に直接露出されるので、密封部３の外側に円偏光フィ
ルム６を付着できる。
【００８１】
　この円偏光フィルム６は、外光の反射を遮断する機能だけでなく、密封部３に所定の強
度を付与する機能を兼ねるようになる。
【００８２】
　前記のような円偏光フィルム６の代りに０．０５ないし０．３ｍｍ厚さのガラス基板、
またはフィルムを付着することによって密封部３の強度を補完できる。
【００８３】
　図９は、本発明の望ましい他の一実施例による有機電界発光表示装置を示す図面である
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。
【００８４】
　これは、前述したような有機電界発光表示装置を二つを結合して両面発光型に駆動させ
るものであって、これをさらに詳細に説明すれば、次の通りである。
【００８５】
　図９に示されたような有機電界発光表示装置は、第１有機電界発光表示装置４０と第２
有機電界発光表示装置４０’とが相互結合されている。
【００８６】
　この時、前記第１有機電界発光表示装置４０は、ガラス基板１にＯＬＥＤを有する表示
領域４及び端子領域８が備わっており、前記表示領域４は密封部３によって密封される。
この時、前記表示領域４は、図１に示されたような実施例において有機電界発光部に対応
するものと見られるが、必ずしもこれに限定されるものではない。前記密封部３は、前述
した実施例において密封部と同じである。
【００８７】
　前記端子領域８は、密封部３によって密封されず外部に露出された領域であって、この
端子領域８には図９に示されたように、外部電子部品と連結させるＣＯＧやＦＰＣなどの
連結部９が接合される。
【００８８】
　この第１有機電界発光表示装置４０に結合される第２有機電界発光表示装置４０’も、
この第１有機電界発光表示装置４０と同じ構成を有するので、その説明は省略する。
【００８９】
　これら第１及び第２有機電界発光表示装置４０，４０’は、各密封部３，３’が相互接
するように結合され、各ガラス基板１，１’が外側に向かうように結合される。
【００９０】
　また、前記端子領域８，８’は、相異なる方向に向かうように結合される。
【００９１】
　このように前記端子領域８，８’が相異なる方向に向かうように結合されることによっ
て、この端子領域８，８’に連結部９，９’が接合されることがさらに有利になり、これ
により超薄型両面発光型の有機電界発光表示装置を可能にする。
【００９２】
　一方、このように超薄型両面発光型の有機電界発光表示装置に製造する場合には、各基
板１，１’の外側面には円偏光フィルム６，６’を接合させて外光を遮断し、基板１，１
’の強度を補完できる。
【００９３】
　本発明は、図面に示された一実施例を参考として説明されたが、これは例示的なものに
過ぎず、当業者なら、これから多様な変形及び実施例の変形が可能であることが分かる。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　本発明は各種ノート型パソコン、携帯電話及びＰＤＡのような各種携帯用電子機器のデ
ィスプレイ装置として使用され、この他にもＴＶやディスプレイ用端末機など多様なディ
スプレイ装置として使用されうる。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】本発明の望ましい一実施例による有機電界発光表示装置を示す断面図である。
【図２】図１の密封部の一例を示す断面図である。
【図３】図１の有機電界発光部の一例を示す断面図である。
【図４】図１の有機電界発光部の他の一例を示す断面図である。
【図５Ａ】図１による有機電界発光表示装置の製造方法を段階的に示す図面である。
【図５Ｂ】図１による有機電界発光表示装置の製造方法を段階的に示す図面である。
【図５Ｃ】図１による有機電界発光表示装置の製造方法を段階的に示す図面である。
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【図５Ｄ】図１による有機電界発光表示装置の製造方法を段階的に示す図面である。
【図５Ｅ】図１による有機電界発光表示装置の製造方法を段階的に示す図面である。
【図５Ｆ】図１による有機電界発光表示装置の製造方法を段階的に示す図面である。
【図６】図５Ｄの工程の他の実施例を示す図面である。
【図７】図５Ｄの工程の他の実施例を示す図面である。
【図８】本発明の望ましい他の一実施例による有機電界発光表示装置を示す断面図である
。
【図９】本発明の望ましいさらに他の一実施例による有機電界発光表示装置を示す断面図
である。
【符号の説明】
【００９６】
１…ガラス基板、
２…有機電界発光部、
３…密封部、
ｔ…厚さ、
１１…バッファ層、
１２…活性層、
１３…ゲート絶縁膜、
１４…ゲート電極、
１５…層間絶縁膜、
１６…ソース電極、
１７…ドレイン電極、
１８…パシべーション膜、
１９…絶縁性平坦化膜、
２１…第１電極層、
２２…絶縁層、
２３…有機層、
２４…第２電極層。
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摘要(译)

提供一种超薄有机发光显示器及其制造方法。 一种有机电致发光显示装置，包括玻璃基板，包括设置在玻璃基板的一个表面上的
OLED的有机电致发光单元，以及用于密封有机电致发光单元的密封单元一种有机电致发光显示装置及其制造方法，其中所述基板
的厚度为0.05至0.5mm。 [选图]图1
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